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量子コンピュータは，超並列計算を行え

る次世代の情報処理システムであり，これ

には 2 状態の重ね合わせを表現できる量子

ビットが用いられている．超伝導ジョセフ

ソン接合を用いた量子ビットに対しマイク

ロ波を照射することで量子ビットを操作す

る．そこで我々は数十 GHz程度の超高速動

作が実証されている単一磁束量子 (Single 

Flux Quantum: SFQ) 回路[1]を用いて，SFQ

パルス列から任意の振幅のマイクロ波パル

スを得るマイクロ波生成器の設計と検討を

行った． 

量子ビット制御システム全体のブロック

図を Fig. 1 に示す．デコーダによってあら

かじめプログラムされたデータを選択し，

任意の形状のマイクロ波を生成できる．

Microwave Generatorの内部構成を Fig. 2に

示す．Circular Shift Registerに SFQパルス列

を保持させ，その出力を次段のフィルタに

よって高調波成分を除去することでマイク

ロ波パルスを得る．このとき，SFQ パルス

列の密度を変化させることにより，マイク

ロ波パルスの振幅を変化させる．シミュレ

ーション結果を Fig. 3に示す．この図から，

SFQ パルス列の密度を変えることにより，

基本周波数 5 GHzのマイクロ波パルスの振

幅を変調できることが確認できる． 
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Fig. 1 Conceptual diagram of a qubit control 

system.  
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Fig. 2 Block diagram of a variable-amplitude 

microwave generator.  
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Fig. 3 Simulated output microwave of a 

variable-amplitude microwave generator.  
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